
朝食を食べながら、テレビを見ていましたら、アナウンサーの方の服装が、半袖から長袖へと変わったこ

とに気づきました。台風が日本列島を通過するようになってから、気温も下がり、過ごしやすくなりました。

時間があれば、休日にお出かけをしたいところですが、デスクワークがたまっているので、涼しくなった部

屋で、パソコンや書籍と向き合っています。皆さんは、いかがお過ごしでしょうか。院長の喜多です。 

今月の 10 日は、「スポーツの日」です。スポーツの日は、もともと「体育の日」という名前で、以前は

10 月 10 日と決まっていましたが、2000 年から 10 月の第２月曜日に変更され、その後 2020 年には

「スポーツの日」に改名されました。今年のスポーツの日は、たまたま、昔の体育の日と同じ 10月 10 日

になりましたが、この日は、1964年の東京オリンピックの際に、開会式が行われた日でもありました。 

私が子供の頃の 10 月 10 日には、幼稚園から高校まで、毎年運動会が行われていましたが、その頃の記

憶をたどってみますと、「朝と夕方は少し肌寒かった」、「昼間は天気が良いと日差しがきつくて日焼けをし

た」、「夕陽を見ながら、後片付けをして下校した」、「現在の熱中症のように、暑さで生徒が倒れた記憶がな

い」などです。私の体験では、運動会の昼休みには校舎に戻り、友達と一緒にお弁当を食べていました。 

私が親となり、子供達の（幼稚園、小学校の）運動会に参加してみて、一番印象に残っていることは、多

くの児童が、校庭や体育館で待機している家族と一緒に、昼食を食べていたことです。祖父、祖母も参加し

た３世代大集合での手作り行楽弁当を食べる、（野洲の独自の？）不思議な行事に感じました。当時の妻の

（朝からの弁当作りの）苦労に今でも感謝しています。しかし、最近はコロナ禍の影響で、運動会のあり方

も変化しているようです。特に三密を避ける目的で、例えば、親子での昼食を控えたり、午前中で終了した

り、見学する時間帯をあらかじめ指定して参加人数を制限したりと、全国で新しい取り組みが行われている

ようです。早くコロナ禍が収まり、子供達が元気一杯に体を動かせる運動会の復活を願うばかりです。 

最近、運動をさぼり過ぎていますので、少しの時間でも運動を再開したいと思います。（体が重いです） 

きた歯科だより
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